












































































性
へ
の
憧
れ
」
と
言
っ
た
方
が
適
切
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
私
自
身
、
20
歳
過
ぎ
の
青
年
時
代
に

お
け
る
異
性
へ
の
憧
れ
の
心
情
を
思
い
起
こ
す

と
き
、
そ
の
よ
う
な
憧
れ
の
人
に
告
白
も
で
き

ず
、
「
然
し
、
之
は
私
だ
け
の
考
え
で
あ
り
想

い
で
あ
り
ま
す
故
」
と
、
熱
い
思
い
を
内
に
秘

め
た
ま
ま
大
君
と
国
の
た
め
に
宿
命
を
背
負
っ

て
逝
か
れ
た
心
を
、
私
な
り
に
追
憶
い
た
し
ま

す
。当

時
の
特
攻
隊
員
は
、

「
身
は
一
度
南
海
に
散
り
ぬ
る
と
も
、
魂
魄
は

永
久
に
皇
国
を
護
ら
ん
」
（
金
子
正
男
少
尉
）

と
の
思
い
で
鹿
児
島
の
地
か
ら
飛
び
立
ち
ま
し

た
。
不
幸
な
歴
史
で
す
が
、
哲
四
郎
様
を
は
じ

め
彼
ら
を
英
霊
と
し
て
尊
崇
の
念
を
持
つ
べ
き

は
当
然
で
す
。

私
た
ち
は
、
ま
さ
に
「
お
陰
様
で
、
」
今
の
時

代
を
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ど
う
ぞ
い
つ
ま
で
も
哲
四
郎
様
の
御
霊
を
御

慰
霊
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
、
簡
単
で
は
あ

り
ま
す
が
お
礼
に
代
わ
る
感
想
と
し
て
記
載
し
、

か
く
筆
い
た
し
ま
す
。
気
持
ち
程
度
に
お
礼
の

品
を
同
封
し
ま
す
。

早
々

』

と
し
て
、
お
線
香
が
、
送
ら
れ
て
き
た
そ
う
で

す
。

合
掌

「
森
丘
哲
四
郎
手
記
」
の
紹
介

本
書
は
、
特
別
攻
撃
隊
員
と
し
て
散
華
さ
れ

た
、
海
軍
予
備
学
生
の
日
誌
（
大
学
ノ
ー
ト
九

冊
分
）
を
、
忠
実
に
掲
載
し
、
「
海
軍
特
別
攻

撃
隊
第
５
七
生
隊

森
丘
哲
四
郎
手
記
」
と
し

て
、
公
益
財
団
法
人
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰

会
か
ら
、
出
版
さ
れ
た
も
の
で
す
。

森
丘
大
尉
は
海
軍
予
備
学
生
第
十
四
期
生
と
し

て
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
に
東
京
農
業
大
学
か

ら
海
軍
に
入
隊
、
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
九
日
、

特
別
攻
撃
隊
戦
闘
機
操
縦
者
と
し
て
鹿
屋
基
地

か
ら
出
撃
、
沖
縄
北
端
東
方
海
域
で
散
華
さ
れ

た
特
攻
隊
員
で
す
。

戦
後
七
十
年
を
を
過
ぎ
、
近
年
に
出
さ
れ
る
特

攻
に
関
す
る
著
書
、
演
劇
、
映
画
、
ド
ラ
マ
、

小
説
等
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
現
在
の

世
相
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
真
実
が
薄

れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
伺
え
ま
す
。
こ
こ
に
、

ご
遺
族
か
ら
、
鹿
屋
史
料
館
に
寄
託
さ
れ
た
貴

重
な
真
実
本
物
の
手
記
が
、
あ
り
ま
す
。
御
遺

族
の
ご
好
意
に
よ
り
、
こ
の
手
記
が
発
刊
さ
れ

た
も
の
で
す
。

森
丘
大
尉
の
同
期
生
で
あ
っ
た
茶
道
裏
千
家
千

玄
室
大
宗
匠
（
本
名
：
千
政
興
）
か
ら
追
悼
文

が
、
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

い
ま
、
こ
れ
だ
け
文
字
通
り
赤
裸
々
な
手
記
が

残
っ
て
い
た
の
は
稀
有
な
事
で
あ
り
ま
す
。
特

攻
隊
員
の
真
情
を
伝
え
知
る
一
級
の
資
料
で
あ

る
と
考
え
、
こ
れ
を
永
久
に
残
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
ま
し
た
。

特
別
攻
撃
隊
の
真
実
を
後
世
に
伝
え
る
史
料

と
し
て
、
是
非
ご
一
読
下
さ
る
こ
と
を
お
薦
め

申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
書
は
、
国
会
図
書
館
、
各
県
、
各

地
方
自
治
体
等
公
立
図
書
館
、
自
衛
隊
幹
部
学

校
、
候
補
生
学
校
、
術
科
学
校
等
、
関
係
各
部

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
書
は
、
一
般
書
店
で
は
販
売
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
左
記
に
申
し
込
め
ば
、
一
冊
３
，

０
０
０
円
（
送
料
別
）
で
頒
布
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

(

公
財)
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前
四
回
に
わ
た
り
、
特
攻
隊
関
連
の
所
見
を

披
露
し
た
が
、
引
き
続
き
特
攻
隊
に
関
連
し
た

記
事
を
紹
介
し
た
い
。

筆
者
は
昭
和
35
年
に
航
空
自
衛
隊
の
飛
行
教

育
課
程
に
進
み
、
以
降
37
年
間
操
縦
の
道
を
歩

ん
だ
。
35
年
当
時
の
レ
シ
プ
ロ
機
の
操
縦
教
官

は
旧
軍
の
操
縦
者
が
多
数
活
躍
し
て
お
ら
れ
た

時
代
で
あ
り
、
戦
争
体
験
と
言
う
独
特
の
雰
囲

気
を
有
す
る
方
が
多
か
っ
た
。
Ｔ
ー
34
型
機
で

最
初
の
教
育
を
受
け
た
わ
け
で
あ
る
が
、
フ
ラ

イ
ト
コ
マ
ン
ダ
ー
は
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
勇
士
」

と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
西
原
五
郎
さ
ん
で
、
操

縦
に
は
厳
し
い
反
面
、
官
舎
に
夕
食
を
招
待
さ

れ
る
等
人
情
味
溢
れ
る
先
輩
で
あ
っ
た
。
数
々

の
教
示
を
頂
い
た
が
、
中
で
も
「
も
っ
と
も
っ

と
飛
行
機
の
事
を
勉
強
せ
よ
。
知
識
に
勝
る
戦

技
は
な
い
。
」
と
半
ば
叱
ら
れ
た
記
憶
が
今
で

も
浸
み
わ
た
っ
て
い
る
。
特
攻
攻
撃
に
つ
い
て

は
否
定
的
で
、
「
も
っ
と
考
え
抜
い
た
や
り
方

が
あ
っ
た
は
ず
」
と
言
わ
れ
た
の
を
覚
え
て
い

る
。筆

者
は
そ
の
後
戦
闘
機
操
縦
士
と
し
て
の
課

程
を
修
了
、
実
戦
部
隊
で
５
年
、
飛
行
時
間
も

１
０
０
０
時
間
を
超
え
、
機
種
も
最
新
鋭
の
Ｆ

１
０
４
型
機
に
変
わ
り
、
編
隊
長
、
教
官
操
縦

士
、
テ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
等
の
資
格
も
得
、
中

核
操
縦
士
と
し
て
い
さ
さ
か
自
信
過
剰
と
な
る

こ
ろ
、
幹
部
学
校
普
通
課
程
に
入
校
し
た
。
導

入
教
育
の
あ
と
、
最
初
の
教
科
は
、
「
指
揮
・

統
率
」
。
戦
史
上
の
実
例
を
提
示
、
所
見
文
を

提
出
、
内
容
を
議
論
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
出

さ
れ
た
実
例
は
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
作
戦
（
PM

作
戦
）
で
の
航
空
攻
撃
で
あ
っ
た
。
米
豪
軍
の

レ
ー
ダ
ー
防
空
網
厳
し
い
中
、
攻
撃
成
果
は
は

か
ば
か
し
く
な
い
。
制
空
戦
で
は
新
鋭
機
零
戦

の
威
力
、
台
南
空
三
羽
烏
と
言
わ
れ
た
坂
井
・

西
沢
・
太
田
飛
曹
長
の
活
躍
が
あ
り
、
戦
果
は

上
が
る
も
の
の
、
爆
撃
機
・
攻
撃
機
の
攻
撃
は

苦
戦
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
高
級
指
揮
官
の

現
地
進
出
、
督
戦
が
あ
り
、
現
地
部
隊
は
全
力

を
挙
げ
て
出
撃
す
る
。
と
こ
ろ
が
好
事
魔
多
し
、

あ
い
に
く
の
荒
天
で
出
撃
が
憂
慮
さ
れ
る
状
況
。

部
隊
は
気
象
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
覚
悟
で
出

撃
す
る
。
経
路
は
通
常
と
異
な
り
、
悪
天
候
の

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
西
海
岸
を
避
け
、
ス
タ
ン
レ
ー

山
脈
を
北
か
ら
横
切
る
経
路
で
強
行
す
る
。
攻

撃
機
に
と
っ
て
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
脈
を

超
え
る
の
は
性
能
限
界
に
近
い
。
戦
闘
機
隊
も

上
空
を
密
雲
に
抑
え
ら
れ
山
頂
ぎ
り
ぎ
り
を
飛

ぶ
。
幸
運
に
も
山
頂
が
か
ろ
う
じ
て
視
認
で
き

る
状
況
に
恵
ま
れ
、
山
脈
南
斜
面
を
滑
る
よ
う

に
南
進
、
PM
基
地
を
直
撃
す
る
。
悪
天
候
下
ま

さ
か
の
油
断
を
突
い
た
奇
襲
と
な
り
、
大
戦
果

を
挙
げ
る
。
・
・
・

学
校
側
の
原
案
は
「
指
揮
官
現
場
進
出
の
重

要
性
」
に
あ
り
、
呼
応
し
奮
い
立
つ
前
線
部
隊
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の
士
気
と
相
俟
ち
、
「
指
揮
統
率
」
の
原
点
で

あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
討
議
も
終
了
に

近
い
こ
ろ
、
筆
者
は
噛
み
つ
い
た
。
要
旨
は
、

指
揮
官
現
場
進
出
の
重
要
性
は
十
分
認
識
す
る
。

し
か
し
、
何
故
成

功
し
た
の
か
も
っ

と
深
く
検
討
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
お

そ
ら
く
、
山
頂
ぎ

り
ぎ
り
を
飛
行
し

た
事
か
ら
、
レ
ー

ダ
ー
探
知
を
受
け

な
か
っ
た
可
能
性

が
高
い
。
現
場
の

戦
場
心
理
と
し
て

も
、
少
な
く
と
も
、

戦
果
を
挙
げ
た
同

じ
方
法
で
攻
撃
を

繰
り
返
す
必
要
が

あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
地
表
面
ぎ

り
ぎ
り
を
飛
ぶ
こ

と
で
相
手
の
レ
ー

ダ
ー
探
知
を
避
け

る
こ
と
が
解
れ
ば

そ
の
後
の
航
空
作

戦
は
様
子
の
変
わ
っ

た
も
の
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

そ
の
後
も
米
豪
側

の
レ
ー
ダ
ー
探
知
網
に
苦
戦
を
重
ね
た
事
を
考

え
れ
ば
、
対
応
策
は
早
期
に
確
立
出
来
た
の
で

は
な
い
か
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、

バ
ッ
ジ
シ
ス
テ
ム
（
自
動
管
制
）
導
入
直
前
の

手
動
管
制
全
盛
時
代
、
多
く
の
要
撃
管
制
官
が

養
成
さ
れ
課
程
同
級
生
に
も
10
名
程
度
が
机
を

並
べ
て
い
た
が
、
彼
ら
も
強
力
に
賛
同
し
、
学

校
原
案
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
結
論
と
な
っ
た
。

坂
井
三
郎
さ
ん
の
「
大
空
の
侍
」
に
よ
れ
ば
、

ラ
バ
ウ
ル
・
ニ
ュ
ウ
ギ
ニ
ア
に
進
出
し
た
台
湾

空
は
、
新
鋭
機
ゼ
ロ
戦
の
威
力
も
あ
り
、
戦
闘

機
隊
は
活
躍
す
る
。
前
述
の
坂
井
さ
ん
以
下
の

三
羽
烏
が
、
3
機
編
隊
で
PM
飛
行
場
で
3
回
宙

返
り
を
行
っ
て
、
こ
れ
見
よ
が
し
の
挑
発
飛
行

を
行
っ
た
余
裕
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
反
面
陸

攻
部
隊
は
、
爆
装
の
重
量
か
ら
高
度
的
に
苦
し

い
脊
梁
山
脈
超
え
を
避
け
、
海
上
か
ら
PM
に
向

か
い
、
レ
ー
ダ
ー
探
知
を
受
け
厳
し
い
要
撃
を

受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
海
軍
航
空
部
隊
の
戦
闘
振
り
は
、
基

本
的
に
中
高
度
か
ら
敵
艦
艇
発
見
を
重
視
し
て

接
敵
す
る
の
が
主
流
で
あ
り
、
レ
ー
ダ
ー
と
目

視
の
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
事
と
成
っ
た
。
特

攻
攻
撃
に
お
い
て
も
、
制
空
戦
闘
機
隊
を
先
行

さ
せ
、
特
攻
機
は
そ
の
あ
と
、
敵
脅
威
の
少
な

い
情
況
を
期
待
し
て
進
入
す
る
と
言
う
真
っ
向

勝
負
の
作
戦
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
結
局

レ
ー
ダ
ー
情
報
、
作
戦
機
数
の
双
方
が
上
回
る

米
軍
の
有
利
な
迎
撃
戦
に
終
始
し
た
。

海
軍
航
空
出
身
の
大
先
輩
が
、
「
航
空
戦
は
、

米
国
の
レ
ー
ダ
ー
網
と
、
近
接
信
管
に
対
応
す

る
方
策
が
確
立
で
き
ず
惨
敗
し
た
」
と
述
懐
し

て
お
ら
れ
た
が
、
組
織
的
な
戦
技
戦
法
の
開
発

が
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
反
省
か

ら
、
自
衛
隊
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
、
防
衛
大

を
理
工
科
大
学
に
す
る
等
、
自
然
科
学
重
視
の

方
向
へ
進
ん
だ
の
も
合
点
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
れ
に
し
て
も
西
原
さ
ん
の
「
知
識
に
優

る
戦
技
は
無
い
」
の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
る
。

蒼
蒼
子

（
編
集
者
注
）

そ
の
１
～
３
は
95
～
97
号
、
そ
の
４
は
99
号

に
掲
載
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平
成
29
年
８
月
５
日
（
土
）
、
臼
田
智
子
理

事
に
よ
る
講
演
が
靖
國
会
館
九
段
の
間
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特
攻
に
関
す
る
資
質
向

上
の
為
、
こ
れ
ま
で
特
攻
隊
の
生
存
者
に
よ
る

講
演
や
聞
き
取
り
作
業
を
実
施
し
て
ま
し
た
が

今
回
初
め
て
特
攻
隊
の
遺
族
に
よ
る
講
演
で
す
。

臼
田
理
事
は
知
覧
か
ら
出
撃
し
た
最
年
長

（
32
歳
）
で
あ
っ
た
伍
井
芳
夫
陸
軍
中
佐
の
次

女
で
す
。
特
攻
隊
の
遺
族
と
し
て
の
心
情
と
戦

後
の
苦
難
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旧
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
桶
川
分
教
場
の
跡
地
の

保
存
整
備
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
り
「
東

の
知
覧
」
と
し
て
の
意
気
込
み
を
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
閉
会

後
は
偕
行
社
３
階
談
話
室
に
て
懇
親
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
毎
日
新
聞
の
記
者
も
参
加
し
て
お

り
８
月
12
日
の
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
５
日
、
靖
国
神
社
で
開
か
れ
た
講
演
会

に
臼
田
智
子
さ
ん
（
73
）
＝
埼
玉
県
桶
川
市
＝

の
姿
が
あ
っ
た
。
父
は
知
覧
の
特
攻
第
１
号
だ
っ

た
第
23
振
武
隊
隊
長
、
伍
井
（
い
つ
い
）
芳
夫

さ
ん
。
知
覧
の
特
攻
で
は
最
年
長
の
32
歳
で
亡

く
な
っ
た
。
山
近
代
表
が
研
修
で
も
紹
介
し
て

い
る
。

約
30
人
を
前
に
演
壇
に
立
っ
た
臼
田
さ
ん
は
、

父
が
特
攻
作
戦
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
を
司
令

官
の
遺
族
か
ら
聞
い
た
と
明
か
し
、
「
時
代
が

行
か
せ
た
の
だ
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

母
は

出
撃
を
知
っ
て
乳
が
出
な
く
な
り
、
生
後
８
カ

月
で
長
男
を
亡
く
し
た
。
戦
後
は
「
家
族
を
守

る
た
め
に
行
っ
た
」
と
語
ら
れ
る
の
を
嫌
い
、

知
人
へ
の
手
紙
に
「
足
が
な
く
な
り
、
手
が
な

く
な
っ
て
も
帰
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
つ
づ
っ

た
。臼

田
さ
ん
は
特
攻
が
遺
族
の
悲
し
み
を
よ
そ

に
語
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
た
と
感
じ
て
い
る
。

半
面
、
覚
え
て
い
て
も
ら
え
る
な
ら
、
そ
れ
で

も
い
い
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。
「
き
ち
っ
と
伝

え
よ
う
と
思
っ
て
も
伝
わ
ら
な
い
。
そ
れ
が
72

年
の
月
日
な
ん
で
し
ょ
う
」

会
報
『
特
攻
』
第
１
１
６
号
正
誤
表

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

謹
ん
で
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
訂
正
箇
所
）

２
頁
２
段
目

誤

公
益
財
団
法
人

隊
友
会

正

公
益
社
団
法
人

隊
友
会

40
頁
２
段
目

誤

記
念
館

正

祈
念
館

47
頁
１
段
目

誤

４

講
師

奥
村
康
大
氏

正

４

講
師

奥
本
康
大
氏

47
頁
３
段
目

誤

寄
付
者
御
芳
名
（
敬
称
略
）

（
平
成
29
年
１
月
１
日
～
３
月
31
日
）

正

平
成
29
年
４
月
１
日
～
６
月
30
日
）

誤

新
入
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
平
成
29
年
１
月
１
日
～
３
月
31
日
）

正

新
入
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
平
成
29
年
４
月
１
日
～
６
月
30
日
）

第１１７号 ( 42 )

顕
彰
会
講
演
会

「
父
と
母
の
生
き
た
時
代
」
に
参
加
し
て

評
議
員

及
川

昌
彦

事
務
局
か
ら
の
報
告
等





埼

玉

金
古

充
弘
（
29
・
６
・
９
）

新
水

勝
（
29
・
８
）

千

葉

谷
脇

憲
司
（
29
・
２
・
23
）

東

京

小
林

達
夫
（
29
・
２
・
８
）

下
出

忍
（
29
・
３
）

佐
藤

成
雄
（
29
・
７
・
23
）

大
川

健
郎

神
奈
川

猪
俣

三
雄
（
26
・
６
・
10
）

大
山

達
夫
（
26
・
11
）

小
林

次
雄
（
28
・
３
・
24
）

静

岡

伊
藤

明
（
29
・
１
・
13
）

愛

知

尾
関

基
（
28
・
12
）

京

都

西
本

光
進
（
28
・
11
）

大

阪

松
沢

孝
春
（
28
・
12
・
７
）

星
埜

清
滋
（
29
・
４
）

福

岡

平
松

照
雄
（
29
・
６
）

熊

本

高
岡

正
雄
（
29
・
１
・
29
）

大

分

身
深

一
朔
（
28
・
９
・
９
）

第１１７号 ( 44 )

会
員
ご
入
会
の
ご
案
内

「
特
攻
隊
戦
没
者
に
感
謝
と
敬
意
を
」

当
顕
彰
会
は
、
先
の
大
戦
の
末
期
、
一
つ
し
か

な
い
命
を
、
祖
国
の
安
泰
と
家
族
や
大
切
な
人
の

た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
特
攻
隊
員
に
対
し
「
あ
な
た

達
の
こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

感
謝
し
ま
す
。
私
た
ち
も
努
力
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

安
ら
か
に
！
」
を
胸
に
、
慰
霊
・
顕
彰
を
行
う
団

体
で
す
。
こ
れ
に
ご
賛
同
し
て
頂
け
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
会
員
に
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
多
く
の

皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
当
顕
彰
会
の
主
な
事
業

・
特
攻
隊
戦
没
者
の
慰
霊
顕
彰
（
他
団
体
へ
の

参
加
を
含
む
）

・
会
報
の
発
行
等
に
よ
る
特
攻
及
び
戦
没
者
の

伝
承
等

・
特
攻
に
関
す
る
資
料
の
収
集
、
調
査
、
図
書

等
の
貸
出
講
演
会
等
の
開
催
そ
の
他

○
年
会
費

・
一
般
会
員

３
０
０
０
円

・
学
生
会
員

１
０
０
０
円

○

UR
L
:h

t
t
p:

/
/w

w
w.

t
o
kk

o
ta

i
.o

r
.
jp

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ご
投
稿
に
つ
い
て
の
お
願
い

ご
投
稿
に
際
し
て
は
、
次
の
点
に
ご
留
意
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

１

原
稿
は
、
手
書
き
、
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン

作
成
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
が
、
な
る
べ
く

縦
書
き
、
１
段
18
字
詰
め
で
お
願
い
し
ま
す
。

又
原
稿
は
、
可
能
な
ら
ば
メ
ー
ル
で
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

２

記
事
の
取
捨
選
択
、
紙
面
の
都
合
等
に
よ
る

一
部
割
愛
、
修
文
等
に
つ
い
て
は
、
当
顕
彰
会

に
お
任
せ
願
い
ま
す
。

３

投
稿
記
事
に
関
す
る
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

な
る
べ
く
添
付
し
て
下
さ
い
。

４

原
稿
、
写
真
等
は
、
原
則
と
し
て
お
返
し
致

し
ま
せ
ん
が
、
必
要
な
場
合
は
そ
の
旨
お
書
き

添
え
下
さ
い
。

５

会
報
・
機
関
紙
、
投
稿
記
事
等
の
送
付
先
は
、

左
記
宛
て
と
し
て
下
さ
い
。

〒
１
０
２-

０
０
７
３

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
３-

１-

１

靖
國
神
社
遊
就
館
内

公
益
財
団
法
人

特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

電

話
０
３-

５
２
１
３-

４
５
９
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

５
２
１
３-

４
５
９
６
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